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9 【施工における　課題・問題点　等】

　近年現場で熱中症が多発しており十分な対策が必要である。

　本工事は阿賀野バイパス舗装工事の１工区で施工延長が860ｍの区間であり施工が広範囲で

且つ現場には日影が無く、夏季は炎天下の中での作業になるため、熱中症になるリスクが高く

対策が必要であると考えた。

10 【実　施　内　容】

①現場休憩所の設置

　現場に電気を引き込む所が無かった為、ソーラーパネル搭載式現場休憩所を設置し、

冷房及び冷蔵庫を完備。熱中症グッズも常備し熱中症対策を実施した。

　熱中症対策グッズの中に体の深部の温度上昇を抑える働きのあるアイススラリを

備え対策した。

②熱中症対策ウォッチの配布

　熱中症対策ウォッチは体の深部温度の上昇を検知すると、振動機能とともに

警告ランプが点灯し装着者に通知するバンドを現場従事者に配布した。

③熱中症リスク判定AIカメラの活用

　タブレットで顔を撮影し、顔の画像からその人のコンデションや気温などを加味した

熱中症リスクを4段階の色分けから判定することが可能なAIカメラを導入した。

11 【実　施　結　果】

　上記の対策により、現場での涼しい場所の確保ができ、こまめに休憩を取りやすい環境を整え

た。また、対策グッズの一つであるアイススラリを朝礼後に配布、摂取させることで深部体温の

上昇を抑制する事が出来たため、配布した熱中症対策ウォッチが反応する作業従事者が出ること

がなかった。

熱中症リスク判定AIカメラで休憩に入るタイミングで撮影し判定して熱中症になるリスクを回避

することができ、熱中症を防ぐことが出来た。
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